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令和２年度 第１回  

「江東区地域自立支援協議会」 

議  事  録 

 

 

１ 日  時   令和 2年 8月 25日（火） 午後1時 30分～午後3時 50分 

 

２ 場  所   江東区文化センター２階 展示室 

 

３ 出席者   里村 惠子  西野こずえ  山内 順子  白木 麗弥 

宮本 光司  渡部 早苗   会田 久雄  平松 謙一 

佐藤ゆき子  伊藤 善彦  髙井 伸一  青柳 浩二 

田村 満子  山口 浩   堀越 勉 

 

４ 会議次第   

１ 開会 

２ 委員の委嘱及び紹介 

３ 議事 

議事１ 障害者差別解消法の実績報告について 

議事２ 障害者優先調達推進法に基づく調達実績について 

議事３ 障害者実態調査の結果について 

議事４ 江東区障害福祉計画・障害児福祉計画（骨子案）について 

議事５ 指定特定相談支援事業について 

議事６ 障害者入所施設の整備について 

議事７ 専門部会からの報告について 

議事８ その他 

 

５ 資 料  

資料１ 令和元年度障害者差別解消法受付台帳 

資料２ 令和元年度江東区による障害者就労施設等からの物品等の 
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調達実績 
資料３ 令和２年度江東区による障害者就労施設等からの物品等の 

調達方針 

資料４ 江東区障害者実態調査の結果について 

資料５ 障害福祉計画・障害児福祉計画の構成（案） 

資料６ 江東区障害福祉計画・障害児福祉計画（骨子案） 

資料７ 指定特定相談支援事業について 

資料８ 障害者入所施設の整備について 

資料９ 江東区手話言語の普及及び障害者の意思疎通の促進に関する 

条例の取組について 

   参考１ 専門部会からの報告（令和元年度） 

    参考２ 令２年度 江東区地域自立支援協議会委員名簿 

 

６ 傍 聴     ０名 

 

７ 会議内容 

 

〔 開  会 〕  午後 1時 30分 

【大江障害者施策課長】  それでは、定刻になりましたので、ただいまより令和

２年度第１回地域自立支援協議会を開会いたします。 

 本日は委員の皆様、御出席、誠にありがとうございます。私は、障害者施策課長

の大江と申します。よろしくお願いいたします。 

 次に、本日の資料を確認させていただきます。本日は事前にお送りしている資料

１から８により説明させていただきます。また、参考といたしまして、令和元年度

の専門部会からの報告、委員名簿の２点を送付させていただいております。お手元

にない方いらっしゃいましたら、事務局まで、声をかけてください。 

 また、新たに委員になられた方につきましては、委嘱状を机上配付させていただ

いてございます。本来であれば、お一人お一人に委嘱状をお渡しすべきところでご

ざいますけれども、委嘱状は机上配付とさせていただきますので、御了承願います。 

 本日欠席の委員の報告をいたします。本日は竹内委員、萩田委員、油井委員より
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御欠席の申出をいただいてございます。 

 

２ 委員の委嘱及び紹介 

【大江障害者施策課長】  引き続きまして委員の御紹介をさせていただきたいと

存じます。既に顔なじみの方もいらっしゃるかと思いますけれども、今年度より新

たに委員になられた方もいらっしゃいますので、お名前をお呼びしましたら、御起

立の上、一言御挨拶をお願いいたします。 

 東京都立大学、東京保健医療専門職大学の里村会長様。 

【里村会長】  東京保健医療専門職大学の里村と申します。よろしくお願いいた

します。コロナ対策でお忙しい中、御出席いただきましてありがとうございます。

こういう非常に未経験な状況の中で、どういうふうに障害者の方を支援していくか

ということは、私たちの非常に力を試されている状況だと思いますし、これを乗り

切ったときには非常に大きいいろいろな体験が積み重ねると思います。どうぞよろ

しくお願いします。私事で申し訳ありませんが、この４月から、東京保健医療専門

職大学という、４月に設立された大学に勤務しておりますけれども、皆様方のお手

元に大学の案内を配付させていただきましたので、御覧いただきまして、せっかく

そういうリハビリテーション、理学療法士、作業療法士の養成の教育機関がありま

すので、社会資源の１つとして、ぜひ御利用いただきたいと思います。また、いろ

いろお世話になることと思いますけれど、どうぞよろしくお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  里村会長、ありがとうございます。 

 引き続きまして、おあしす福祉会の平松委員です。 

【平松委員】  おあしす福祉会の理事長をしております平松と申します。よろし

くお願いいたします。自立支援協議会でございますが、大学で教育、研究、診療を

やりながら、江東区でもう４０年になりますね、地域活動をやってきておりまして、

今は江東区での地域活動といいますか、精神障害者の福祉を一番の重点的な最後の

仕事としてやっておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  ありがとうございます。 

 続きまして地域活動支援センターロータスの髙井委員です。 

【髙井委員】  皆さん、こんにちは。地域活動支援センターロータスの髙井と申

します。よろしくお願いいたします。主に精神障害者の支援で、精神障害者の日中
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の居場所であったりとか、福祉サービスの手続や、長期入院者の退院支援などを主

に行っております。よろしくお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  ありがとうございます。 

 続きまして、のびのび福祉会の青柳委員です。 

【青柳委員】  のびのび福祉会の青柳と申します。よろしくお願いいたします。 

 自立支援協議会の中では、就労支援部会の部会も担当させていただきますので、

今後ともよろしくお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  ありがとうございます。 

 続きまして、こどもの発達療育研究所の田村委員です。 

【田村委員】  田村です。皆さん、こんにちは。私は、江東区こども発達センタ

ーの園長でもありますし、並びにこの自立支援協議会の部会の児童部会のほうを担

当させていただいております。どうぞよろしくお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  よろしくお願いします。 

 続きまして、人権擁護委員の山口委員です。 

【山口委員】  人権擁護委員の山口と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。権利擁護部会を担当させていただいております。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

【大江障害者施策課長】  ありがとうございます。 

 続きまして、弁護士の白木委員です。 

【白木委員】  ハミングバード法律事務所の弁護士の白木と申します。人権擁護

部会でもお世話になっています。よろしくお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  続きまして、木場公共職業安定所の山内委員です。新

任でございます。 

【山内委員】  今年の４月からハローワーク木場のほうに転勤してまいりました。

地域の皆さんと連携して、障害者の方の就職支援に携わっていきたいと思いますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  続きまして、権利擁護センター「あんしん江東」の西

野委員でございます。 

【西野委員】  この４月に権利擁護センター「あんしん江東」の所長に着任いた

しました西野でございます。このコロナの感染状況の中、社会福祉協議会、そして
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権利擁護センターの事業、かなり制限されているところはありますが、皆様の御協

力があって何とかやっている状況であります。今後も引き続き社会福祉協議会の事

業、そして権利擁護センターの事業に御理解、御協力いただけたらと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  続きまして、身体障害者相談員の佐藤委員です。 

【佐藤委員】  身体障害者相談員の佐藤ゆき子です。よろしくお願いいたします。

私のほうは特別にないんですけど、皆さんのところにお電話を差し上げて、元気に

しているかどうかということだけをやっていました。よろしくお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  ありがとうございます。 

 続きまして、江東区手をつなぐ親の会の会田委員です。 

【会田委員】  手をつなぐ親の会の会田でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

【大江障害者施策課長】  続きまして、知的障害者相談員の伊藤委員です。 

【伊藤委員】  知的障害者相談員をやらせていただいている伊藤と申します。知

的の江東楓の会という社福の理事長も併せてやらせていただいております。よろし

くお願いします。 

【大江障害者施策課長】  続きまして、東京都立江東特別支援学校の宮本委員で

す。 

【宮本委員】  宮本でございます。江東区内、知的障害の子供たちが通う特別支

援学校として、小学生と中学生、小学部中学部は城東特別支援学校と臨海青海特別

支援学校、そして、本校、江東特別支援学校が高校生段階、高等部の学校です。学

校はお隣にあります。どうぞよろしくお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  よろしくお願いいたします。 

 続きまして、東京都立墨東特別支援学校の渡部委員です。 

【渡部委員】  失礼いたします。都立墨東特別支援学校副校長の渡部早苗と申し

ます。よろしくお願いいたします。本校は肢体不自由と病弱の学校の併置となって

おります。今年、今年度、昨年度末からですか、コロナに関わりまして、学校のほ

う、本当にいろいろございましたが、短い夏休みは終わりまして、昨日から学校の

ほうは新学期が始まっております。江東区に在住のお子さんが非常に多い学校です

ので、卒業後のことでも、本当に江東区さんにはお世話になっております。今後と
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もどうぞよろしくお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  お願いいたします。 

 続きまして、江東区教育支援課長の堀越委員でございます。 

【堀越委員】  堀越でございます。教育委員会の教育支援課長を務めております。

区内の区立学校の特別支援教育を所管しております。区立学校については、本日か

ら授業が始まり、短い夏休みでしたが、子供たち今日から頑張っております。どう

ぞよろしくお願いします。 

【大江障害者施策課長】  あと出席予定でございましたけれども、現在ちょっと

遅参をしております、江東区の保健所の保健予防課長、尾本委員もおりますので、

御了承のほどお願いいたします。 

 以上、本日欠席されている方も含め１９名の委員により、協議会を運営してまい

ります。これから１年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 ここからはちょっと着座で進めさせていただきます。 

 次に、副会長の選出をいたしたいと思います。これまでは権利擁護センターの根

本所長に務めていただきましたが、今般異動がございまして、改めて副会長を選出

する必要がございます。 

 要綱第５条によりますと、本協議会の会長、副会長は委員の互選により選出する

とされてございます。なお、慣例によりまして、副会長は会長から御指名をいただ

いておりますけれども、今回につきましても会長から御指名いただきたいと思いま

すけれども、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【大江障害者施策課長】  皆様、御異議がないようですので、里村会長から、ど

なたか副会長の御指名をお願いいたします。 

【里村会長】  では、副会長には、権利擁護センターの西野委員を指名したいと

思います。 

【大江障害者施策課長】  ただいま里村会長から、副会長には西野委員というこ

とで御指名がありました。皆様いかがでしょうか。 

（ 拍  手 ） 

【大江障害者施策課長】  ありがとうございます。御異議がないようですので、

副会長には西野委員にお願いをいたしたいと思います。 
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 それでは、副会長、西野副会長には席の移動をお願いいたします。 

 それでは、この後の議事進行につきましては、里村会長にお願いしたいと存じま

す。会長、よろしくお願いいたします。 

【里村会長】  それでは、議事に入ります前に、会議の公開について、事務局か

ら説明をお願いいたします。 

【大江障害者施策課長】  会議につきましては、公開としておりますけれども、

新型コロナウイルス感染症対策のため、今回の一般の傍聴につきましては、募集を

してございません。議事録につきましては、作成後に公開予定としており、本日は

議事録作成のために録音をさせていただいております。 

 恐れ入りますけれども、議事録作成の都合上、御発言の際には、お名前をおっし

ゃっていただけると助かります。 

 以上です。 

【里村会長】  それでは、ただいまより議事に入ります。 

 

３ 議事 

議事（１）障害者差別解消法の実績報告について 

【里村会長】  議事１、障害者差別解消法の実績報告について、事務局より説明

をお願いいたします。 

【小池施策推進係長】  障害者施策課施策推進係の小池と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 私からは、障害者差別解消法の相談の受付について御報告させていただきます。

恐れ入りますが、着座にて御説明させていただきます。 

 令和元年度につきましては、８件の御相談をいただいております。これまで２９

年度が２０件、３０年度が９件と３０年度からほぼ横ばいといった状況でございま

す。 

 では、資料１、令和元年度障害者差別解消法受付台帳を御覧ください。 

 この中の主なものを御説明いたします。１番は、精神障害者の方からの御相談で

す。保育園の入園、子ども家庭支援センターのショートステイの申込みについて、

合理的配慮してほしいとの御相談でした。 

 保育園の入園に際し、障害への理解を深めて、減免申請書の同封や期限について



 -8- 

柔軟に対応してほしい。また、子ども家庭支援センターのショートステイの申込み

について、現状では電話またはセンターに来所し、申し込むという方法のみとなっ

ているため、メールでの受付や必要がある場合は訪問してほしいとのことでした。 

 保育課、子育て支援課へ内容を伝えたところ、減免申請書の同封については難し

いということでしたが、保育料決定通知や入園のしおりなどで広く周知を図ってい

くほか、期限やショートステイの申込みなどについては、柔軟に対応していくとの

ことで、相談者へ御報告し、終了しております。 

 ２番は電動車椅子を利用している身体障害者の方からの御相談です。御相談者は、

脳梗塞により車椅子利用者になった方で、通園している病院で１階から２階へ行く

際に、車椅子を降りて、杖で歩くよう看護師から言われたとのことで、看護師に対

しペナルティーを与えてほしいとの御相談でした。 

 病院に確認しましたところ、御相談者の方がまだ車椅子に不慣れである様子で、

病院内でぶつかったりされていたため、歩けないかとのお願いをしたとのことでし

た。 

 私たちの対応としましては、病院に対し、職員の方に配慮していただくようお願

いし、御相談者の方にその旨御報告するとともに、個人にペナルティーを与える法

律ではないということを説明し、終了しております。 

 裏面に移りまして、５番の御相談です。こちらは精神障害者の方からの御相談で、

精神症状の１つで、本人の意思とは別に奇抜な服装をすることがあり、そのことに

ついて、月１回通院している整形外科で陰口を言われ続けているとのことで、精神

的苦痛を受けていること、服装も病状の１つであることを理解してもらいたいとの

御相談でした。 

 病院長へ連絡しましたところ、陰口を言っていたということは事実であるならば、

たとえそれが相談者本人に向けられたものではなかったとしても、誤解を招く行動

であり、病院として配慮不足であると認識したとのことで、連絡をしましたその日

のうちにスタッフ全員に対し、対応を指導するとともに、今後そのような思いを抱

かせないよう対応を徹底するとの回答をいただきましたので、御相談者へ病院の対

応を報告し、終了しております。 

 次に、７番についてです。相談者の障害は不明の方ですが、採用時に障害名や勤

務において合理的配慮をしてほしい旨を勤務先に提出しており、その上で採用され
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ているということでしたが、会社には障害を理由とする休暇制度がなく、会社に確

認したところ、制度をつくる考えがないとのことで、障害者差別解消法に反するの

ではとの御相談でした。 

 本件については、障害者雇用促進法に該当する事例になりますので、障害者雇用

促進法における当事者の相談窓口である住所地を管轄する墨田ハローワークを御案

内し、終了したところです。その他の相談内容につきましては、資料を御参照くだ

さい。 

 障害者差別解消法については、今後も様々な媒体を通じて周知を図るとともに、

権利擁護部会とも連携しながら、気軽で相談しやすい環境づくりに努めてまいりた

いと考えております。 

 説明は以上です。 

【里村会長】  ありがとうございました。今の御説明に対して何か御意見や御質

問がある方、お願いいたします。特にありませんか。 

 特にないようですので、この議題は終了とさせていただきます。 

 

議事（２）障害者優先調達推進法に基づく調達実績について 

【里村会長】  次に議事２、障害者優先調達推進法に基づく調達実績について、

事務局より説明をお願いいたします。 

【早邊就労支援担当】  障害者支援課就労支援担当の早邊と申します。よろしく

お願いいたします。 

 私からは障害者優先調達推進法に基づく、障害者就労施設等からの物品等の調達

につきまして、資料２及び資料３により御説明を申し上げます。 

 国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律、通称障

害者優先調達推進法と呼んでおりますが、こちらの法律につきましては、平成２５

年４月に施行されまして、本区におきましても、物品や役務といったサービスを調

達する際に障害者施設等から優先的、積極的に購入することを推進すべく、調達方

針を策定して取り組んでいるところでございます。 

 まず令和元年度の調達実績につきまして、資料２の右下合計欄を御覧ください。

件数といたしましては６９件、金額は２,８００万円強でございました。平成３０年

度、昨年度の実績と比較いたしますと、昨年度は８２件、２,２００万円強でござい
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ましたので、件数といたしましては１３件の減、金額といたしましては、約６００

万円の増となりました。 

 件数が減となったものの金額が増となりました主な要因につきましては、障害者

実態調査８６０万円強を特例子会社に発注したことによるものです。なお、件数の

減につきましては、コロナ禍による会議や出張の中止に伴い、飲物や手土産の購入

機会が減少したほか、印刷等の発注に関しまして、年度によって発注する印刷物の

種類が異なることなど、小さな要因の積み重ねによるものでございます。 

 今後、発注拡大に向けての取組といたしましては、区内の各障害者施設で提供で

きる物品や役務といったサービスの一覧を、江東区ホームページや職員向けの庁内

フォルダー等で公開するなど、できる限り広く周知することで、各施設の受注拡大

につながるよう努めてまいりたいと考えております。 

 参考といたしまして、資料３に令和２年度の調達方針を添付してございますので、

後ほど御参照いただければと思います。 

 簡単ではございますが、私からの説明は以上でございます。 

【里村会長】  ありがとうございました。今の御説明に何か御意見や御質問ござ

いますか。では、特にないようですので、この議題は終了とさせていただきます。 

 

議事（３）障害者実態調査の結果について 

【里村会長】  では、次に議事３、障害者実態調査の結果について、事務局から

説明をお願いいたします。 

【小池施策推進係長】  障害者施策課施策推進係、小池です。議事３、江東区障

害者実態調査の結果について御説明いたします。 

 昨年実施いたしました障害者実態調査に当たりましては、委員の皆様に多大なる

御協力を賜りまして誠にありがとうございました。既に各委員の皆様には、冊子と

いう形でお配りしているところでございますが、改めてポイントを簡単に御説明い

たします。 

 資料４、障害者実態調査の結果についてを御覧ください。目的としては、次の議

題にある第６期江東区障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画策定の基礎資料とす

るとともに、障害者（児）の地域生活の課題を把握し、今後の施策の在り方を検討

するために実施したものです。 
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 今回の回収状況は、障害者（児）本人、サービス提供事業所、障害者団体全て合

わせますと５,１６７通を配布し、２,４５３通を回収しました。回収率としては、

４７.５％という結果でした。 

 調査項目ですが、障害者（児）本人に対しては、福祉サービスの利用状況や介護

者の状況などについて、事業所に対しては運営の状況などについて、また、障害者

団体に対しては、地域生活を送る上での課題などについて回答を得たところです。 

 結果についてですが、障害者（児）本人では、主たる介護者の約５割が「６０歳

以上」で、介護に関する悩みや不安では、「ストレスや緊張感など、精神的負担が大

きい」、「介護用品や医療費など経済的な負担が大きい」などの意見が多く見られま

した。 

 サービス提供事業者では、サービスを提供する上での課題として、「国の基準では

人員が足りない」、「量的に利用者の希望どおり提供できていない／困難事例への対

応が難しい」との意見が多く見られました。 

 障害者団体では、ヘルパーの技術向上や介護保険への移行時の問題、就労生活支

援センターの充実など、福祉サービスの向上を望む意見やグループホームの増や施

設への入所など住まいに関する意見が多く見られました。 

 また、本日概要版も配付させていただいておりますが、概要版９ページ５、福祉

に関する情報、相談先についての３つ目の黒丸のところですが、福祉サービスの利

用について相談しやすくするために必要なことでは、電話での相談、様々な相談に

対応できるワンストップ窓口、この２つが多い状況となっております。 

 同じく概要版１２ページ、８、災害時の支援についての３つ目の黒丸、災害時に

必要な支援では、身体障害者が安全な場所への誘導・移動の支援、知的障害者、精

神障害者がいずれも落ち着ける場所の提供、それぞれ多くなってございます。その

ほか報告書にまとめられていますので、後ほど御覧いただければと存じます。 

 説明は以上です。 

【里村会長】  ありがとうございました。今の御説明に対して何か御意見や御質

問があるでしょうか、よろしくお願いします。 

 では、特にないようですので、この議題は終了とさせていただきます。 

 

議事（４）江東区障害福祉計画・障害児福祉計画（骨子案）について 
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【里村会長】  次に議事４、江東区障害福祉計画・障害児福祉計画についてのほ

うを先にしたいと思いますので、すいません、よろしく。 

【小池施策推進係長】  障害者施策課施策推進係、小池です。 

 私からは議事４、江東区障害福祉計画・障害児福祉計画（骨子案）について御説

明いたします。 

 今年度は、第６期障害福祉計画・第２期障害児福祉計画の策定年度に当たります。

両計画は、障害福祉サービスの見込量を設定するとともに、見込量確保のための方

策を規定するものです。 

 資料５の構成（案）を御覧ください。１ページでは、１章の「計画策定にあたっ

ての基本的考え方」から、４章の第２期江東区障害児福祉計画部分まで計画の構成

をお示ししております。 

 ２ページ目を御覧ください。「計画策定にあたっての視点」ということで、章立て、

見出し、考え方、方向性についてとなっております。全体として大きな変更点はな

く、従来の支援をより充実させていく方向です。 

 第１章は計画策定にあたっての基本的な考え方ということで、計画策定の趣旨、

位置づけ、期間などをお示しする章です。 

 第２章では、近年の障害者数の状況などを踏まえるため、本区の障害者数の推移

などの障害者数の現状をお示しいたします。 

 第３章は、障害福祉計画、第４章は、障害児福祉計画の部分となり、令和５年度

の目標数値の設定、目標達成に向けた施策の推進や、サービス必要量の見込みと確

保の方策についてお示しすることとしております。この部分につきましては、今後、

都などと調整した上で策定してまいります。 

 続きまして、資料６の骨子案を御覧ください。これは先ほどの資料５に基づき作

成した骨子案でございます。骨子案についてはポイントを絞って、要点のみ御説明

いたしますので、御了承ください。 

 ７ページを御覧ください。これは本区の障害者数の現状をお示ししたグラフで、

身体障害は横ばいでありますが、知的障害と精神障害が増加傾向にあることが分か

ります。 

 ８ページを御覧ください。自立支援医療の交付数も増加傾向にあります。 

 ９ページを御覧ください。人口の増加とともに障害のある方も増加していること
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が分かります。人口は、平成２９年と令和元年と比較しますと１.７％の増、障害者

全体では４.９％の増、精神障害では２３.８％の増となっており、精神障害につい

ては、人口の伸び率を大きく上回っている状況となっております。なお、１０ペー

ジにあるとおり、総人口に占める障害者数の割合は４.５％程度で推移しております。 

 １１ページを御覧ください。これは身体障害者数の推移になります。内部障害が

増加傾向にある一方、肢体不自由は減少傾向、聴覚・言語等や視覚については、ほ

ぼ横ばいとなっております。 

 １４ページを御覧ください。ここでは、知的障害者の推移をお示ししたものであ

りますが、増加傾向にあることがお分かりいただけると思います。 

 １７ページを御覧ください。このページは、精神障害者の年齢別推移となってお

りますが、１８歳から６４歳が最も多くなっております。 

 次に、１８ページを御覧ください。難病患者数の推移となっており、指定難病の

拡大等により、これまで増加傾向にありましたが、経過措置の終了により２９年度

をピークに減少傾向になっております。 

 １９ページからは、障害者に対する支援施策、障害者総合支援法の全体像、利用

者負担や施設の現状について記載しております。 

 次に、２８ページを御覧ください。このページからは、第６期障害福祉計画にな

っております。 

 （１）福祉施設の入所者の地域生活への移行、（２）精神障害にも対応した地域包

括ケアシステムの構築、（３）地域生活支援拠点等の整備、（４）福祉施設から一般

就労への移行等の４つの成果目標に加え、新たに（５）相談支援体制の充実・強化、

（６）障害福祉サービス等の質の向上の２つの成果目標を合わせ、６つの成果目標

を定めます。 

 また、３１ページ以降では、サービス必要量の見込みと確保のための方策という

ことで、各サービスの見込量を設定してまいります。 

 次に、４７ページを御覧ください。このページからは、第４章、第２期江東区障

害児福祉計画になっており、障害児通所施設等の地域支援体制の整備について、国

の指針に基づき目標を設定します。 

 ４７ページ下段からは、サービスの必要量の見込みの確保のための方策というこ

とで、各サービスの見込量を設定してまいります。なお施策や見込量、目標値につ
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いては、今後、国や都からの通知や関連する機関と相談しながら作成していきたい

と考えております。 

 説明は以上です。 

【里村会長】  ありがとうございました。何か御意見や質問ございましたらお願

いいたします。平松委員。 

【平松委員】  何点かありますが、あまり細かいことは省きまして、柱となると

ころについてでございます。 

 ２９ページですか。精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築というこ

とは、これは数年前から言われていることで、本来であれば今年度中に江東区とし

ても具体的なケアシステムができてなければいけないということですけども、諸般

の事情で遅れていると思いますが、具体的にケアシステム構築する、具体的に江東

区でどういうケアシステムにしていくのか。つまり、精神障害だけではなくてほか

の障害はどうするか、それから、障害者ではなくて例えば高齢者はどうするのか、

それ以外にもひとり親家庭とかいろいろあるとは思うんですけども、国の指針は単

なる数値、こういう数値も目標も立てなさいということで、これが地域ケアシステ

ムの基本的な柱ではないと理解しています。 

 これも必要なんですけどね、これだけがここに出てくるというのは、あまりにも

何とも言いようがないというところなので、当然骨子案だからということでしょう

けども、大事なことは江東区で精神障害にも対応する、どういうような地域包括ケ

アシステムをつくろうかということが一番大事なことなので、やはりきちっとその

点は入れていただきたいということでございます。取りあえずはまずこの点で。 

【里村会長】  事務局のほうで何か。 

【黒澤障害者支援課長】  障害者支援課長の黒澤でございます。精神障害にも対

応した地域包括ケアシステムということで、国のほうでは今年度までにまずは協議

の場を設けるようにということで示しております。 

 本区においても当然その目標、今年度ということになっておりますので、今年度

中に協議の場は設けるような形で現在、精神保健を所管している健康部、保健所と

一緒に障害福祉部と話合いをしているような状況です。 

 ただ、委員おっしゃるとおり協議の場が目的ではございませんで、精神障害の方

が地域で安心して暮らせるようにというところが目的ということになってございま
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すので、その中で江東区としてどんな施策を既存のもの、それから新たにこういっ

たことをやっていかなくてはいけないものというのが、恐らく今後いろいろ出てく

るものがあると思っております。そういったものを今後、健康部と障害福祉部と相

互に連携して、体制をしっかり整えていきましょうという、今まだそういった段階

でございまして、今後具体的な施策をどういうふうに地域包括ケアシステムの中に

位置づけていくか、そういったものについては、今年度、協議の場を設ける中で、

ほかの施策と一緒に検討していきたいと、今の現在ではそういった状況でございま

す。 

【里村会長】  どうぞ。 

【平松委員】  それはそのとおりでしょうと。検討していくときに健康部と障害

福祉部で検討して、こういうふうな形でつくっていきましょうということを決めて、

あとはどなた、どなたへ、どこの団体参加してくださいというやり方でいいんでし

ょうかということなんです。 

 というのは、地域包括ケアシステム、どこまでの範囲が入るかというのもありま

すけども、江東区の中で具体的にどういう地域ケアシステムをつくるかということ

は地域を抜きにして進むわけはないと。具体的な地域というのは、いろんな人が市

民が住んでいるし、いろんなグループがあったり活動があったり町会があったり何

があったりするわけですね。そこに障害者も住んでいる、我々障害者団体もそうい

う中にある。 

 というと基本は申し訳ないが、高齢者の対象の地域ケアシステムですか、協議会

がございます。議事録見せていただきました。そうすると年に一、二回、しかも課

長クラスの方とか、いろんな団体の代表の方だけど、議論はそんなに活発になって

ない。実態は圏域会議のほうが具体的に動いているんですよね。ですから、そうい

うものがぜひ必要だろうと。 

 協議会つくったって、年に一、二回で、課長、それからそれぞれどっかの代表と

いうところで、それで実際に地域動きませんと。地域を動かすのはやっぱり地域に

拠点、基盤を持たなきゃいけない。としたら、できれば検討の段階から、やっぱり

地域の意見を聞きながら、それもくみ上げながらつくっていただくのが本来の在り

方ではないかと思っております。それはいろんな協議会を見ても、江東区の協議会

ってほかの区に比べると、率直に言って活発でない協議会が多いというのは事実だ
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ろうと思っています。 

 では、それはなぜかというと担当の課が、事務局が準備して、それぞれ代表の方

が来ていただいて、年に１回か２回で、しかも議論するのは事務局がつくった骨子

なり何なり、いかがでしょうかということで、そこの協議会の中での議論というの

が活発にならないんですよね。ということもあるし、これは前から何度かそういう

意見も申し上げたんだけど、その辺変えるためにも協議会つくる段階でも、全てに

じゃなくて構わないんですけどね、いろんな団体とかいろんな障害者団体、それか

ら、当事者団体等の意見をできるだけ取り入れながら、そういう協議会をまずつく

っていただけないか。それから、それを支える意味でのそれぞれの地域ごとの、圏

域ごとの連絡会議でも何でもいいんですけどね、つくっていただいたほうがいいん

だろうと。 

 だとすると、実際に今ある高齢者を中心とした圏域会議とは別にまたつくるとい

う縦割りは、地域基盤を置くときにはそんな縦割り意味ないですよね。だとすると

そういうところと一緒になってやるということが当然検討していただいたほうがい

いんじゃないか。 

 細かなことは抜きにして、そんなことで、今、健康部といろいろ検討中というこ

とですけども、そういう視点もぜひ取り入れて検討を進めていただければというお

願いでございます。 

【里村会長】  地域からの声をいかに取り込むかというようなことも、行政のほ

うのこれからの課題になるかと思いますので、よろしくお願いします。 

 ほかにはいかがですか。どうぞ。 

【髙井委員】  すいません、ロータスの髙井ですけれども、この計画、今、こう

いうコロナの状況で、各福祉サービスというか福祉施設は何とかやっているかなと

いうすごい大変な今の状況の中で、これは令和５年までの計画ということで、もち

ろんコロナのことが起こる前に取られている状況の、情報の中での５年度までとい

うことで、このままでいいのか、何か盛り込むか、かなり難しいことだと思うんで

すけど、期限的な部分とかあると思いますが、今後この骨子案からなる中で、そう

いう部分が何か意見として、どういう状況下で入ることがあるのかどうかをちょっ

と確認したいと思います。 

【里村会長】  事務局、お願いします。 
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【大江障害者施策課長】  計画を策定して３年間の見込量を見込んでいくときに、

今のところ国からはコロナ影響を加味して見込みなさいという話は来てないので、

通常どおりの見込みをしていくのかなというふうには考えているところですけれど

も、今後コロナの影響が長引いていくとか、または国からそうしたコロナ影響も加

味した数値も見込みなさいといった指示等あったら、ちょっとそちらのほうにも着

手していきたいと今考えているところです。 

【里村会長】  やはり非常に大きな展開点だったので、この状況をやっぱりどう

いう形でもいいから何か盛り込めるといいんじゃないかという気がします。 

 ほかに何かございますか。平松委員、お願いします。 

【平松委員】  居住に関することですけども、江東区は家賃が非常に高くなって

いるということは御承知のとおりだと思います。生活保護の家賃補助の範囲で借り

られる物件というのは極めて少なくなっている。非常に古い建物とかそれこそバス

トイレもないとか、今どきこんなところで生活ができるのかと思えるような、そう

いう物件になっちゃうということがあるんです。 

 そうするとグループホームを増やすということも毎年計画に入っているんですけ

ども、具体的に事業者が手を挙げるのを待っていても、なかなか江東区で民間の事

業者がそういうホームを新たに建てるということは非常に困難だと思っております。

私どもも探していますけども、とてもじゃないけどもまず物件がない、ないしは非

常に高くなっているということもある。 

 だから、それも１つでしょうけども、国交省のほうが住宅セーフティネットとい

うことで、専有、専用住宅と、確保要配慮者、つまり障害者入っています、高齢者

入っています、母子家庭、父子家庭入っています。そういうなかなか民間の物件が

借りられない人たちに専用の住居、集合住居に対しては、家賃低減化のための国の

補助をやると。国と区で補助をすると。そうすると家賃も下げて、そういう人たち

も借りられるという趣旨ですよね。 

 これ以外にほかにもっといい方法があればそれはそれでもいいんですけども、と

にかく江東区、そういう障害者も、精神だけじゃない、障害を持っている方全てだ

と思います。障害者、高齢者、ひとり親、父子家庭、母子家庭等々、非常に住みに

くくなっている。そもそも住めるところが民間で借りられないというのがどんどん

進んでいくだろうと。 
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 オリンピック目当てで、いろんなのが新しく建っていますよね、みんな高いです

よね。そんなところにお金持ちしか入れないと。つまり一般庶民、貧乏人は江東区

に住めないというのが現実に今進行しているわけですね。これに対してどうするか

という区としての政策、指針が必要だろうと。つまり、この場で私がいつもいろい

ろ言ったり、住宅課とも話合いをするんですけども、いやいや、本来区としてこれ

をどう考えるんだと、具体的にこういうふうに区としてはそういう要配慮者の人た

ちも住めるような江東区にしていきますと。そのためにどういうセーフティネット

を使うでもよし、別のことでもいいけども、それ出すべきだろうと、率直に言って

これは区の責任だと思っています。 

 だから担当課だけでなくて、はっきり言えば区長をはじめということになると思

いますよね。それはやっぱりきちんと私の質問に答えていただくではなくて、区と

してこう考えているよということを出すということが、区の責任としてはあるかな

と。 

 といってもなかなか難しいという事情は聞いているんですけども、なかなか担当

課だけでは難しいんであれば、マスコミにこういう江東区の実情を相談して取り上

げてもらってもちっとも構わないんですけどね。いきなりそんなことはしませんけ

ども、とにかく区としてどうするんだという、それをぜひ出してほしいし、できれ

ば里村会長、この協議会としてもこの問題をどう考えるんだって、ここで議論しな

いといけないんじゃないかなと思っているんですよね。 

 いつも私がいろいろと文句ばかりだけじゃなくて、協議会としてこういうことを

どう考えるんでしょうということをやっぱり議論もすべきだろうし、区は区として

のやっぱりきちんとした方針を出すべきじゃないかなと思っております。 

【里村会長】  ありがとうございました。住居の問題はやはり非常に生活の基盤

になるところなので、重要なところなんですけれど、今、平松委員の御発言に対し

て、何か皆さんほうから。お願いします。 

【白木委員】  弁護士の白木です。私も実際に例えばＤＶの方の被害者の方とか、

あと虐待を受けていて一旦家から離れたいという方、そういう経済的にはかなり裕

福とは言えない、生活保護からちょっと始めていかないと人生をやり直すのか厳し

いという方々のお世話をすることがあるんですけれども、本当に物件がないんです。 

 物件がないというのは、物理的にないのもありますし、大家さんがＤＶの被害者
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は嫌だとか、精神障害をお持ちの方はちょっと困りますとか、結構具体的に断られ

ることが多くて、この辺りというのはもうちょっと行政が間に入ることで、少し問

題が緩和できるような部分があるんじゃないのかなと思うことがあります。 

【里村会長】  何か行政の関与としてできそうなことがあればお願いします。ど

うぞ。 

【平松委員】  今、白木委員の言われたことはそのとおりで、実はこの間、私ど

ものグループホームに入居している方が退去してアパートで独り暮らしをするとい

うことで、今探しているんですよね。なかなか大変なんですけども、スタッフが一

緒に行って、そのときにこの方はそういう精神障害をお持ちの方です。障害者の方

です。生活保護を受けていらっしゃいます。グループホームというところでこれま

でそういう単身生活の準備をやってこられています。それに対して私どもがいろん

な形での支援をしております。今後もアパートに独り暮らしになっても、引き続き

そういう支援を二重三重に、グループホームを出た後にフォローアップでやります。 

 それから、お部屋探しサポートでもやります。定着支援でもやります。いろんな

形でそういう支援をちゃんと続けていきます。基本的には２４時間３６５日対応、

可能な形で支援しますというふうにお話しすると、いや、最初は生活保護の人は、

そういう精神障害ある人はねということで、なかなか物件ないよねと言っていた仲

介業者、不動産屋さんです。 

 ああ、そうか、それだったら安心だよねと。それだったら大家さんにそういうこ

とをちゃんと話してみるよって言ってくれるんです。そうすると、そのとき実際借

りられるかどうか別にしても、大家にもそういう話が、こういう方なんですよと具

体的に伝えていただけるんです。 

 そのときにその不動産屋さんがおっしゃられたのは、そういう形で支援している

人たちが一緒に来て、具体的に話をしてくれると大家さんにも話しやすいし、私た

ちも協力できやすいし、大変ありがたいと。 

 困るのは区の住宅課、お部屋探しサービスかな、そこに登録した協力不動産屋を

通してとか、直接来るんだけど、どういう人かも分からない。でも、そういうとこ

ろから来るから、そういう障害のある人かな、何かな、何だろうといろいろ聞いて

みると。でも、誰も支援者がついてくるわけでもないし、具体的な説明も何もなく

て、ただいきなり区から、ここの不動産業者に行ってみたらと言われたんで来まし
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たということがあまりにも多いんですよと。それでは、お手伝いできませんよって

おっしゃるんです。 

 なので、白木委員言われたように、今の居住サポート、ロータスとおあしすで２

か所でやっていますけども、住宅課の登録だけではなかなかうまくいかないんです。

でもそうじゃなくて、お互いそれぞれのところで、結構大変だけど、何とかやって

いるんですよね。 

 だから、そういうことを住宅課と話をするとか、場合によっては一緒にそういう

人たちの探すのを居住サポートで支援するとか、そういうことをやりましょうよと

いうことを住宅課に申入れしているんです。近いうちにぜひそれを実現したいと思

っているんですけど、とするとそこに行政も入って、もうちょっと機能するだろう

と思っています。その辺は我々も一緒になって努力していきたい、協力してやって

いきたい。 

 もう一方で、足りない、家賃が高い、この現状はどうするんだというのは、我々

どうしようもないんで、ぜひ区としてということになると思うんですよね。なので、

一方的にもうちゃんとやるというだけじゃなくて、もちろん住宅課と支援課とロー

タスとおあしすとか、そういうところで今話合いは進めて、もっと具体的に協力し

てやっていこうよという話はしております。 

 ついでにもう一つ、これに関連するんで、この間やってみて１つ問題が出てきた

のは、単身者が対象であるということで、単身でない方はそういう居住サポートの

対象にならないというのが区の担当の見解なんです。 

 だけど、夫婦どちらも障害者、精神障害者とか実質的な夫婦、入籍していなくて

もお二人とも精神障害者、それから御兄弟でどちらも精神障害者、親子でそういう

障害者、精神じゃない障害の場合が親子の場合多いですけども、どちらも自分では

探せない、困難で１人よりも２人のほうが見つけにくいというのが、障害者同士の

場合あります。 

 ですから、そういうのを対象を拡大していただくということもぜひ検討いただき

たいなということを、ついでにこの場でもお願いしておきたいと思っております。 

【里村会長】  いろいろ御提案いただきましたけれど、今のお話の中で何か行政

的により充実した方策が考え、何か一端があればお示しいただけるといいと思うん

ですけど。 
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【大江障害者施策課長】  すいません、いろいろ御提案ありがとうございます。 

 確かに住宅課がやっている居住支援施策の中で、なかなかこううまくいっていな

いことですとか、プラスアルファでこうしてもらえればさらにうまくいくといった

ことについては、我々のほうから住宅課と話をしていって、よりうまく障害者の方

に住宅が提供できるようないい流れがつくれるように、ちょっと促して検討してい

きたいと思います。 

 あといわゆる家賃助成につきましては、今のところ区の施策として、住宅要配慮

者に家賃助成するという考えは、区の施策としては持っていないと聞いております。 

 一方で、今年度住宅マスタープランを策定する年次にはなっていますので、その

中で、区としてその住宅セーフティネットをどうつくっていくのかというのは、そ

の中で御議論されていくんだろうと考えているところです。 

【里村会長】  ありがとうございました。ほかに何かございますでしょうか。は

い、どうぞ。 

【田村委員】  田村です。私のほうでは特に障害児の対応ということを行ってい

るんですが、この計画の中の障害児福祉計画というのが、４７ページから書いてあ

りますが、大体江東区の中で、国のここに挙げた５つの視点の中では、ほぼ実績を

積み上げているところだと思うんです。 

 １番のセンターは、区内には既に２か所あるし、それから、３番目の保育所等の

支援については１か所で実施しているし、そして、重症心身障害児を受け入れる施

設もできているし、そして、５番目、協議の場というところでは今の児童部会が実

際に動いていて、そして、医療的ケア児に対するコーディネーター自体は、うちの

こどもセンターにそれぞれ１名ずつの研修を受けての配置になってきていて、国が

これを出して、センター化に努めたということでは、それなりにすごく支援の量と

いうんですかね、すごくあると思いますが、実際には発達支援センターそのものも

相当数の人数を受け入れて、通園事業の中でやってきておりますので、ある面でい

えばほぼ満杯状態というんですかね。それでここでサービス量の見込み、大体立て

ていっても、もうこれ以上施設が大きくならない、なれない状態です。その現状を

抱えている中で実際に現場の子供たちの実態はどうなっているのかということであ

ると、やはり特に例えば、実際に支援を受けることが非常に困難なのは、発達障害

の軽度の方々、そこをどうしていくのかというのが、私どもの施設も課題を抱えて
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いる。 

 そのためにはどうするかというときに、１つが施設に来てもらってそこでトレー

ニングですが、トレーニングというだけでなくて地域の機関と連携した支援をして

いこうと考えている。その模索が始まっていて、一般的に巡回相談機能を施設とし

ては持つべきではないかとか、そういう検討に上がってきているところなので、や

っぱりこういう施策の中にどの程度、それこそ今後に向けた支援の在り方を入れて

いったらいいんだろうかというところが、実際にはそこが見えてきてほしいな、そ

してその努力する点が分かってくるといいと思っております。 

 ちなみに今のこのいろいろな国の支援の中で保育所等訪問支援事業は、できれば

もう一つのセンターのほうにも造ってほしい。そのぐらい訪問支援を要求している

人たちはいるので、そこはお願いしたいところなんです。国のこの政策の方針、こ

こに挙げた事業そのものは着手してはいるんだけれど、実際それで障害児の支援が

できるかといったときに、いや、これだけでは不十分。これは１つの形で、器はで

きてきてやってはいるんだけれども課題が出てきているというところが、恐らく一

番児童が抱えている課題ではないかと思っています。 

【里村会長】  ありがとうございました。障害児のいろいろな施策に関して全般

的な御意見だったんですけど、何か事務局のほうでございますか。 

【大江障害者施策課長】  今後この計画をつくっていく中で、特に田村委員おっ

しゃったのは確保のための方策というところを、どう区として書き込んでいくのか

というところだと思います。 

 まさにこれからちょっと検討をしていくところでございますので、自立支援協議

会の児童部会の議論も反映させながら、ちょっとここのところは検討していきたい

なと思います。 

【里村会長】  ほかに何かあるでしょうか。一応御意見も出尽くしたようですの

で、次の議題に移りたいと思います。 

 

議事（５）指定特定相談支援事業について 

【里村会長】  指定特定相談支援事業について、説明をお願いいたします。 

【松瀬支援調整係】  資料７のほうで説明させていただきます。障害者支援課支

援調整係の松瀬と申します。よろしくお願いします。 



 -23- 

 では、資料７、指定特定相談支援事業所についてでございます。 

 １番、指定特定相談支援事業所数及び相談支援専門員数の推移でございます。こ

ちらは事業所の数、それから専門員さんの数について表にさせていただきました。

御覧になっていただくとおり、ほぼ５年間横ばいの状況が江東区では続いているよ

うになっております。 

 ２番のほうですが、計画相談実績数、こちらのほうについては、受給者数とプラ

ンについての推移について御説明をさせていただいている資料でございます。こち

らのほうも、まず上段が障害者、大人の方になります。こちらの受給者数も年々伸

びてはございます。計画数も作成済は伸びてはいるんですけれども、やはり事業所

数のほうがなかなか伸びないというところもあるとは思うんですが、セルフプラン

率も横ばいの状況でございます。 

 下段、障害児についてでございます。受給者数、障害者の方はとても増えている

状況です。それに対して、計画数も増えてはいるんですけれども、やはり受給者数

の伸びのほうが多いというところもあり、セルフプラン率が若干高くなっているよ

うな状況です。 

 これらについて、あと障害児の計画のほうの事業所数も、やはりなかなか横ばい

の状態で、１つ増えても１つ減るというような状況が続いているようでございます。 

 そこに対して、３番、事業所への支援です。平成２７年度から、特定相談支援事

業所就業・定着促進事業というもので何とか事業者さん、補助金使ってやってもら

えませんか、やりませんかというところではあるんですけれども、資料を見ての御

覧のとおり、事業所数がなかなか増えないというのが、今の現状かと思います。 

 簡単ですが、御説明を終わらせていただきます。 

【里村会長】  ありがとうございました。今の御説明に対して何か御意見、御質

問あればお願いいたします。どうぞ。 

【青柳委員】  のびのび福祉会の青柳と申します。 

 このやっぱり特定相談支援事業は、とても江東区としてはこれから大事な事業の

１つだと思いますけど、今言われたように、相談支援員は逆に言ったらこの表から

見ると減っているわけです。専門員の数は、上の表の４８人しかおいでにならない、

２９の事業所しかない。 

 人口は先ほど増えているというお話もありましたし、障害者（児）とも増えてい
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ます。セルフプランを抜けば３,１００人ぐらいがもう計画をつくらなきゃいけない

人たちになる数字ですよね。それを４８で、４８人全員が江東区でなきゃ計画を立

てないわけじゃありませんので、そう簡単な問題じゃないと思いますけど、１人当

たり六十何人か、７０人近い数字を出さないと、単純に考えてそういうことになる

わけですよ。これではもうできるわけがないんです。 

 だから、見直し期間なんかもあると、もっともっと相談件数というのは３か月、

期間が今、短くなっている方がたくさんいらっしゃるんで、とても件数が多くてや

り切れない。多分ここら辺の方は皆さん、相談支援員も私も含めてやっていること

になるんですが、各事業所は本当にもう毎日自転車操業というか、今週計画出して

くれないと会議にかけられないとかという、目の前になって取りあえずやっている

というのが実情だと思うんですよね。 

 だから、やっぱり江東区としてここはひとつ計画的にできるように、もう少し江

東区単独の相談支援の事業所に対する支援、あるいは支援員に対する何かをやって

いただかないと、これはいつまでたっても解決にならないかなと思いますし、先ほ

どの福祉計画の中でも、基幹相談支援センターの話も結局数年前からずっと話し合

われてて、私が思うにあまり話が進んでないかなと思いますので、本当にこの江東

区の施策としてどうするのかというのを、先ほど来、ほかのところでも言われたよ

うに、これも含めて計画をしっかりつくらないととてもまずいと思いますので、ぜ

ひここはしっかりやっていただければいいかなと思います。 

 以上です。 

【里村会長】  いろいろ都だとか国のそういう環境の中で、区のできることって

かなり限られているかと思うんですけれど、何かその辺のところで、事務局として

提案があればよろしくお願いします。 

【大江障害者施策課長】  青柳委員おっしゃるとおり、絶対的に事業所、それか

ら専門員が足りてないというのは認識していて、喫緊の課題と感じています。 

 この間、定着促進事業等を実施して、増やす取組というのは少ないながらもやっ

てきたところですけれども、もっと抜本的にというか、加速度的に手を打っていか

ないといけない状況になっているなというのは危機感を持っているところです。 

 逆に皆様から、ただ単に経済的な支援で専門員が増えるとも思えない状況もある

んですけれども、どのようにしていけば専門員を区内で就労していただけるように
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仕向けていけるのかというのを、逆に皆様から御意見いただければと思うんですけ

れども。 

【髙井委員】  すいません、ロータスの髙井です。相談支援事業所も兼ねていま

すので、確かにうちもいっぱいいっぱいで、待ちは３か月から６か月と言われてい

ますので、全然間に合ってない状況なんですけど、相談支援専門員、皆さんも御承

知のこととは思うんですけれども、経験年数として５年以上最低でも必要で、５年

以上とか中には１０年以上ということで、中堅からベテランにこの業界というか、

仕事の中ではそういう方にやっていただくという仕事になりますので、やはり経済

的という部分もかなり大きな部分はあるのかなと。 

 私の知っている何人かの相談支援専門員も実は他区に引き抜かれているという現

状はありまして、それは経済的な部分だけではないとは思いますけれども、比較的

しっかりとしたお給料が出るというところに行っているとか、安定しているところ

に行くということは現実上は存在するので、経済的裏づけもある程度は必要かなと

思いますし、他区では相談支援専門員のプランを例えば４０件やれば、１人分の人

件費を出すとかという補助があったりとか、増やそうという施策を打っている区も

あるので、ぜひそういう部分、相談支援専門員を増やすという部分の底上げができ

るような政策があると、より江東区で働いていこうという相談支援専門員が増える

のではないかなと思っております。ぜひ御検討いただければと思います。 

【里村会長】  どうぞ。 

【平松委員】  おあしす福祉会の平松ですけども、おあしすでも特定、一般相談

をやっているんですけども、１つはそういう経済的な面ですよね。とにかくこの数

で１人当たりだとかえって数を超えちゃって、単価が下がるかも分からないような

数で、人を増やさなきゃいけないんだけど、そのためには経済的な面が必要だと思

います。 

 もう一つは、実は相談支援専門員はほとんどの業務が１人で出かけていく、書類

をつくる、計画をつくるというときだけ事業所に帰ってくる。それもおあしすの場

合は、タブレットを持って、それで持ち運びできるプリンターも持って、出かけて

行ってその場でつくっちゃうこともやっているんですよね、一々帰ってくるのが大

変な場合は。とすると結局ほとんど１人で外に出ているわけですね。 

 そうすると、結構いろんな大変なケースいっぱいあるんです。そういうケースが
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続くともう疲弊してしまったりするということが時々起こりかねないんです。そう

いうのを防ぐためには２つ必要だろうと。１つはレベルアップ、力量をレベルアッ

プすることが１つ。もう一つは、それをサポートする体制をどうやってつくるかと

いうことになるだろうと私は思っているんです。 

 おあしすの場合は、専任の相談支援専門員が２人、兼任が１人ですかね。ほとん

ど外出ているわけです。でも、できるだけ帰ってきて、今日こんなケースでこうだ

った、ああだった、病院に行ったらこうだった、こうだった。こうしたんだけどと

いうようなことで、必ずそこでほかの専門員、それから、地活のスタッフが一緒に

なって、そういう振り返りをして、もっとこうしたほうがいいよねとかというよう

なことをやっていますし、私が必要なときには、いやいや、それはもうちょっとこ

ういうふうにしたほうがきっといいはずだよという助言もする体制を一応つくって

いる。とすると、１人で抱え込まなくていいんですよね。 

 やっぱりどうしても１人で外に出る仕事なんで、それを支える体制がやっぱり必

要だろうし、それから力量のレベルアップが必要だろうということですよね。 

 それをどうやったらできるかというと、それは個々の事業所が１つだけど、それ

ともこの部会でもいいけども、例えば基幹相談支援センターができればやっぱりそ

こがそういう機能も持つ、事業所の別じゃなくて、そういうことが基幹相談支援セ

ンターの１つの役割だろうと思っているんです。 

 というようなことで、これも早急にできれば今年度中に、そういう機能も持った

基幹相談支援センターができるということが求められているのかなと思っています。 

【里村会長】  経済的な支援だけでなくてやはりその相談員の研修だとか、スー

パービジョンする人であるとか、そういう構築も考えていかなければならないこと

というのは、今よく分かりましたけれど、ほかに何か。はい、どうぞ。 

【田村委員】  田村です。私のほう、障害児の相談支援専門事業所を抱えて、相

談支援の事業所を抱えておりますが、恐らくこの者と児では相当違うんではないか

と。それから、児の中も幼児と学齢では、例えばここのセルフプラン率も違うんじ

ゃないのかなと思っているんですが、恐らく学齢児のほうは、プラン率は相当高い

んではないか。幼児のほうは、多様な子供を抱えているため、気になる子供も児童

発達支援で受けていくという体制を取っているために、実は私の施設の中での考え

方もそうなんですが、非常にたくさんの子供を受けていて、それは一々計画を立て
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るというよりは、セルフプランで、保護者がとにかく支援を受けやすくしていって

という方針を取っているということも、ここのセルフプラン率が高くなってしまう

１つの原因であるので、できればこれは分けて集計されると、今後どうしていくの

かというところが見やすいんじゃないかと思います。 

 例えばうちの施設で、契約者を２００人以上抱えている。それは今支援が必要だ

からなんですが、児童の場合の１つの特殊性でもあり、まず通園事業に多くの子が

通って支援を受けていく。児童発達支援から続けて放課後デイに通う人たちも多く

いるが、一時期の児童発達支援の利用となる児も多くいる。 

 ただ、やはり学齢児になると、しっかりとモニタリングをやっていくことが必要

になってくる。児童発達支援の幼児の段階は保護者との面談も多く、施設がお一人

ずつをフォローしている。そういった児発と放デイの形態の違いを考慮したデータ

が欲しい。それからもう一つ、やっぱり一番考えているのは、この相談支援事業は

なぜ必要なのかというところを考えると、多分今のお話を聞き、者の場合のいろい

ろな課題は、こういう数値では表れてこないところの実態の拾い上げが大切で、私

は実は児のほうも必要だと思っているんです。 

 児のほうでうちの施設でも、一番相談支援専門員が活躍しているところは、医療

的ケアの、重度の子供たちにいろいろな機関が集まって、フォローしていくという

体制、それができるようになったというのが一番で、実際の人数はそんなに多くは

ありませんが、居宅－お家に子供たちが病院から帰ってきて、重度の子供たちの生

活の場を保障したり、そこに支援員を派遣したりという、そういった一つずつの事

業の特殊性もあるので、そういうところでこの事業を理解していく、そこが重要な

のではないかと思っております。 

 相談支援事業の進め方のところで、参考にしていただければありがたいですが。 

【里村会長】  ありがとうございました。このデータの示し方なんかを今御提案

いただいたので、そういうところもちょっと工夫していただければと思います。事

務局のほうで何かありますか。 

【大江障害者施策課長】  いろいろと御意見いただきまして、今後の検討の貴重

な御意見として、区としてできることを考えていきたいと思います。 

 ただ１点で、特に、相談支援専門員を増やしていくために必要なものとして、サ

ポート支援というお話ありましたけれども、私も長く高齢部門にいた中で、ケアマ
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ネ事業所のケアマネと、ほぼ同じ働きをしている専門員ですけれども、サポート体

制でいきなり基幹型、高齢でいうと地域包括支援センターに頼るだけではなくて、

やっぱり事業所内の先輩、後輩、ベテラン専門員に聞くという所内の育成体制とい

うのも必要だと思いますし、あと事業所間の横のつながりでの支援体制サポートと

いうのも併せてつくっていかないと、何でもかんでも基幹に聞けばいいとか、基幹

に頼ればいいというのは、その地域全体の支援力向上にはつながっていかないのか

なと思いますので、そうしたところも併せてちょっと検討していきたいと思ってい

ます。 

【里村会長】  どうぞ。 

【会田委員】  親の会の会田でございます。専門員が４８名おいでになりますね。

この中で児童の対象となる専門員は何名いるんでしょうか。１点が今の質問です。

それと２点目は、行政として現場のほうに事業所または専門員さんとのヒアリング

等を行っているのか、どのぐらいの頻度でそれを行っているのか。現場の実際の声

をお聞きになっているのか、その辺をお聞きしたいと思います。 

【里村会長】  お願いします。 

【川野指導検査担当】  障害者施策課指導検査担当の川野と申します。 

 現在４８名となっているんですけれども、実は８月１日現在では、事業所数も１

つ増えておりまして、相談員の方も増えておりまして、今現在は事業所数は３０で、

相談支援専門員の数は５４名となっているところでございます。 

 すいません、児童と者とちょっと分けて集計していないので、今、一覧表は持っ

ているので、ちょっとお時間いただければ集計はさせていただいて、後ほど御回答

させていただければと思います。 

【大江障害者施策課長】  あと現場の専門員の声、ヒアリング等はしているのか

というところでございますけれども、確かにその必要性があって、まだ我々機会を

捉えてお話を聞いたりということはありますけれども、もっと腰を据えて、現状の

この相談支援体制について、現場の意見を聞くということはできていないのかなと

思っています。 

 今後そういう機会も持って、現場の専門員が抱えている困り事ですとか課題、そ

うしたことも抽出していきながら、区としてちょっと考えていきたいなと思います。

御意見ありがとうございます。 
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【里村会長】  そういうヒアリングの中から、専門員を増やしたり定着するとい

うヒントになるのではないかと思いますので、ぜひお願いいたします。ほかに何か

御意見ありますか。 

 では、そろそろ出尽くしたようですので、次の議事に入りたいと思います。 

 

議事（６）障害者入所施設の整備について 

【里村会長】  障害者入所施設の整備について、事務局より説明をお願いいたし

ます。 

【西隈施設整備担当】  障害者施策課施設整備担当の西隈と申します。資料８に

沿いまして御説明をさせていただきます。 

 本区におきましては、障害者数が増加傾向にあるということ、さらに障害の重度

化、介護者家族の高齢化など、いわゆる親亡き後の対応が求められているところで

ございます。 

 そのため、区としては障害者、家族が安心して生活できる居住環境の充実を目指

しまして、本区初となる入所施設の整備を進めているところでございます。 

 １番の概要にありますとおり、公募型プロポーザル方式によりまして事業者を選

定いたしました。審査につきましては１２月に行いまして、事業者決定を令和２年

の２月に行ったところでございます。 

 事業者につきましては、社会福祉法人睦月会というところでございます。事業実

績にございますとおり、法人全体で２７事業を行っている法人になります。そのう

ち、障害者入所施設が１施設、共同生活援助ですとかそういった事業を居住系では

しているといったところになります。 

 なお、江東区青海に令和２年の３月から計画相談支援、障害児相談支援を開設い

たしまして、４月より放課後等デイサービスを開設しております。主に臨海青海特

別支援学校の児童を受け入れる施設となっておりまして、定員１０名のところ現在

８名の契約をしているというような状況でございます。 

 続きまして、整備予定地、３番にございますが、塩浜二丁目の１番８６ほか４筆

というところで、塩浜福祉プラザの南にあります細長い土地に今、建設を進める予

定としているところでございます。こちらなんですけれども、敷地面積が３,８８３

平米、区有地を事業者に貸し付ける民設民営の施設ということで御承知おきいただ
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ければと思います。 

 最下段、４番になりますが、施設概要というところで施設入所支援が４５名、生

活介護が６０名、生活介護につきましては、入所者様分の４５名と通所枠の１５名

ということで、そのうちさらに５名につきましては、東京都の重症心身障害者通所

事業実施予定ということで、５名の方は主に重心、重症心身障害児の方を受け入れ

るような、者を受け入れるような形になっているところでございます。 

 あと短期入所６名ということで、介護者のレスパイトですとか、緊急の用に対応

するように短期入所を設けているところでございます。 

 裏面を御覧ください。あと４番、相談支援ということで計画相談、障害児地域移

行、地域定着の支援を行うこととしてございます。 

 また（５）番、自立生活援助ということで、これは障害のある方が地域で暮らし

ていくために支援をするものになっておりますが、この障害者施設につきましては、

ついの住みかというよりも、自主自立を目指すような施設ということで、いずれは

地域に返すというところで、施設としては、地域生活支援型という形の入所施設に

なってございます。そのため、５番の自立生活援助についても指定を受ける予定と

してございます。 

 あとその他の施設といたしましては、地域交流スペース等を設ける予定としてお

りまして、防災の際の福祉避難所としても位置づける予定としてございます。 

 今後のスケジュールになりますが、現在、国庫補助協議を進めているところで、

来年内示が出まして、採択されるか採択されないかということで内示が令和３年度

に出ると。令和３年度から工事に着工いたしまして、令和５年の４月に開設をする

予定となってございます。利用者募集につきましては、令和４年度を予定している

といったところでございます。 

 施設のイメージ図は御覧ください。なお、地域住民説明会、周辺の方々に施設建

設についての説明会を既に実施しているところでございまして、もともと３月９日

に予定しておったんですけれども、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で延期と

なりまして、周辺の皆様に５月の１４日に資料を配布して御意見をいただく形を取

りました。 

 その後、６月２６日に住民説明会第１回を開催し、８月２１日、先週になります

が、第２回の住民説明会を開催したところでございます。 
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 いただいた主な意見としては、なぜこの地域なのかというところですとか、安全

対策の問題、あとはプライバシー保護の問題、施設からマンションのほうが見れな

いようにしてほしいですとか、あとはこの土地を見ていただくと、表面に戻ってい

ただいて、地図のところを見ていただきますと、三ツ目通りと三ツ目支線と言われ

る、東西に大きく渡る土地になってございまして、この中に可能ならば通路を造っ

てほしいと。住民の方が通り抜けられるような通路を造ってくれないかというよう

な御要望もいただいておりまして、そういったことが御意見としては出ているとい

ったところでございます。 

 今のところをその整備に対して大きな反対といいますか、そういったところは今

のところ出ておりませんで、今後、また住民説明を進めていく中で、個別に対応な

部分については、誠意をもって対応していきたいと考えているところでございます。 

 説明は以上でございます。 

【里村会長】  今の御説明に対して何か御意見や御質問ありますか。平松委員、

お願いします。 

【平松委員】  おあしす福祉会の平松ですけれども、知的障害が主たる対象なの

で、一応精神とは直接は関係ないんですけど、ちょっと気になった点だけ。 

 区有地を貸し付けてあとは全て民設民営ということになるということで、という

と指定管理ではないですよね。これは杞憂かもしれませんが、割と大きな社会福祉

法人で本体は国立市ということで、実際開設したらまたこれだけ大きなところです

から、大きな施設ですから、この協議会なんかにも参加していただければいいんだ

ろうと思っておりますが、実際の運営に当たってそこが責任を持つんでしょうけど

も、江東区内の主に知的の当事者の方、御家族の方、関係するいろんな支援団体の

方等と協力して進めていっていただけるといいなということで、その社会福祉法人

のほうにも区内の知的のいろんな団体とか支援団体だとか家族会もありますし、当

事者とか、そういうこととぜひ仲よくなって一緒にやっていただきたいというよう

なことを、区からもおっしゃっていただけるといいのかなとちょっと感じました。 

【里村会長】  何か事務局のほうでございますか。 

【西隈施設整備担当】  ありがとうございます。 

 今、平松委員からいただきました御意見につきまして、まず協議会への参加とい

うところで、区内初の入所施設、かつ困難事例が集まることが想定されますので、
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協議会の参加はお願いしたいというところで考えております。 

 また、法人のほうは地域法人様との連携ということで、例えば専門的な知識を有

している職員による講座、研修会等々を地域法人の皆様とともにやっていきたいと

いうような御提案もいただいておりますので、ぜひ皆様も御協力いただきまして、

地域のネットワークづくり等々に生かしていただくような形が取れればなというこ

とで検討しているところでございます。 

【里村会長】  ありがとうございました。知的障害者の相談員をされている伊藤

委員は何か御意見があれば。 

【伊藤委員】  知的の相談員をさせていただいている伊藤です。 

 この入所の施設の整備が始まったということで、まだこれからでいいと思うんで

すけど、御家族の方、相談等でお話ししている中で、特に知的の方の御家族なんか

は、定員があるにもかかわらず、ここに入れて、これで安心して死ねるみたいな、

永久に入れるというような誤解なんですけど、そこに対して説明もしているんです

けども、手を挙げれば入れて、入れたらずっとそこに入れるというような受け取り

方をしている御家族がかなりいらっしゃいますので、まだ入所までは時間があると

思いますので、その辺の啓発というか広報というか、その辺もお願いできればなと

考えています。 

 以上になります。 

【里村会長】  ありがとうございました。ぜひ今の御意見のようなことも反映で

きるといいかと思います。ほかに何かございますでしょうか。 

 では、意見も出尽くしたようですので、この議題は終了とさせていただきます。 

 

議事（７）専門部会からの報告について 

【里村会長】  次に議事７、専門部会からの報告についてということで、各部会

長から昨年度の活動状況、今年度の予定等について御報告をお願いいたします。 

 報告の順番ですが、精神部会、地域生活支援部会、就労支援部会、児童部会、権

利擁護部会の順にお願いします。なお、参考資料として専門部会からの報告をお配

りしております。 

 それでは最初に、精神部会の平松部会長から御報告をお願いします。 

【平松委員】  精神部会の部会長をしております平松でございます。簡単に、昨
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年度の精神部会の活動ということで、見ていただければ分かるようにグループを３

つつくって、ワーキンググループの活動を中心にということでやってきました。そ

こにワーキンググループの報告ということで１、２、３と３つ出ていると思います

が、１つは、マップを作ろうということでそのグループがありまして、区のほうで

も予算をつけていただきましたので、江東区内のいわゆる精神障害に関わる機関だ

とか事業所を網羅したマップを作りまして、いろんな関係機関に配っておりまして、

大分もう少なくなって、もうなくなったら新たな予算は今のところ予定がないとい

うことで、大変あちこちで好評をいただいているので、なくなったらまた予算をつ

けていただけるとありがたいなと思っておりますということを、ここでお願いして

おります。 

 あとは地域移行で、特に居住の問題中心ということと、あと退院促進ということ

で、それぞれのグループで活動していただいていて、退院促進に関しては、区の担

当、生活保護の場合は福祉事務所のケースワーカーが年に１回は訪問してくれてい

るということで、一緒にというようなことも含めて、病院に行ってそういう江東区

の退院促進、ないしはその地域生活移行定着を江東区がこんなふうな形で用意して

ありますよということもお伝えしていくというようなことを進めてきてということ

で、もっとやっていこうということで、ところが２月でコロナで、そういう活動が

止まりましたと。 

 ただ、このままそういうのが全部駄目、病院側のそもそも面会も断られるという

ことがあって、むしろこちらがそういうところに行くのを渋っているわけでもない

とは思うんですよね。ただ、病院がそうなんで、なかなかそのじゃあどういう形で

ということが今後の課題かな、このままそういう活動が止まっちゃっていいとは思

ってないんでということがあります。 

 それとあとは先ほどちょっと御紹介しました居住に関しては、住宅課と協力しな

がら、住宅課もそれなりに一応協力不動産業者、登録されていて、一応そこに見え

るわけですよね。でも、そこでじゃあここといってそこにいきなり行くで、それを

例えば居住サポートのほうとつなぐみたいな、そういうシステムを考えたらどうか

なとか、取りあえず一緒にそういう不動産業界団体相手の話も幾らでも説明はしま

すけども、協力不動産会社がありますので、そこの方々と具体的に一緒にこういう

形でこちらもお手伝いできますよみたいな、さっきもちょっと御紹介しましたけど、
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そういう話ができるような機会をつくりたいなとか、それから、個別に協力不動産

会社を中心に回りをしようかとか、そういうことが居住のグループでは検討されて

おりますということで、今年度取りあえずそれぞれのグループが、こういうコロナ

禍の中でも工夫して活動していこうということで始まっております。 

 あと、地域生活支援部会とも関わりますけども、包括は精神障害にも、精神部会

に関わることですし、基幹にしてもそうだし、地域生活拠点づくりもそうだし、そ

ういうことも精神部会の中で引き続き検討していく必要があるのかなと思っており

ます。 

 以上です。 

【里村会長】  ありがとうございました。では次に、地域生活支援部会、髙井部

会長から御報告をお願いします。 

【髙井委員】  地域生活支援部会部会長の髙井です。よろしくお願いいたします。 

 地域生活支援部会のほうは、前年度は３回の予定だったんですけど、最後の３回

目はコロナの影響で中止になりまして、地域生活支援部会としては、前年度は基幹

相談支援センターの設置についてとか、地域生活拠点等についてということで、テ

ーマが非常に大きくて意見も広範囲にわたるということもあって、意見はかなり出

ているんですけれども、ちょっと広範囲過ぎて、なかなか焦点が絞れなかったかな

というふうには思っています。今年度まだ、コロナの影響で開催できてないんです

けど、１０月に開催予定になりますので、今後また詰めていくんですけれども、も

っとテーマを絞って相談支援、もともと相談支援専門員連絡会というのもあります

ので、そことの連携も含めて、去年から相談支援専門員が、主任相談支援専門員が

できまして、相談支援専門員をより充実して相談支援を進めていくという方向性に、

国のほうからも出て変わってきていますので、それを生かしたことで今年度検討が

できるといいのかなと思っています。基幹相談支援センターの中にもこういう人材

育成の機関であったりとか、もちろんスーパーバイズを受けていくとか、相談支援

専門員がより専門的な知識を持っている主任相談支援専門員にしっかりと相談をし

たりとか、ケースを持って相談に当たるとかという部分が、今後すごく大事になっ

てくるということがありますので、また、いろいろな課題が、それが本人の課題で

あるというよりは、それを地域課題として取り組んでいくということがより重要に

なってくるということになりますので、その辺をテーマを絞って、地域生活支援部
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会では今年度ちょっと検討していきたいなというふうには考えております。 

 以上です。 

【里村会長】  ありがとうございました。次に、就労支援部会の青柳部会長さん、

お願いいたします。 

【青柳委員】  参考１の８ページに書いてありますが、就労支援部会の青柳と申

します。 

 就労支援部会は就労系の作業所を運営される法人、あるいは企業の方もいらっし

ゃいます。たくさん障害を持っている方を雇っていただける企業の方、あるいは学

校の方、職安などのメンバーというか、部会員で討議をしております。 

 年３回部会をやって、１回は直接、就労支援の担当の職員の方が集まるというこ

とをやって、主に交流も含めてですけど、就労定着あるいは就労についてのお話、

あるいはいろんな制度の学習や、勉強会をさせていただいています。 

 実際、ハローワークからの雇用や、変わっているところとか、いろんなシステム

が変わってきていますので、そういう学習などもやったり、あるいは情報交換をさ

せていただいています。 

 今年はもう１回部会をやって、２回、３回と計画はしていますが、ちょっと連絡

会のほうがコロナで開催を見送ろうかなという話をしています。 

 いずれにせよ、障害を持っている方が働く場をどうやって民間、あるいは区の方、

就労支援センターの方と一緒にどういうふうに支えていくか、支援していくかとい

うことを一緒に話合いをしてやっていますので、ぜひまたいろんな御意見を教えて

いただければいいかなと思いますし、今後もこういう活動をやって、できるだけ集

まるという形で今後やっていきたいなと思うんですが、コロナの今後の流行のあれ

で、少しやり方は考えなきゃいけないかもしれません。できれば集まって話合いを

させていただければいいかなと思っています。 

 以上です。 

【里村会長】  ありがとうございました。続いて、児童部会の田村部会長から御

報告をお願いいたします。 

【田村委員】  田村です。では、児童部会のほうを報告させていただきます。 

 児童部会は昨年度は３回開いて、それから、ワーキングを中心に活動をしており

ます。１２ページになりますが、上段に、児童部会の部会員のところを見ていただ
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きますと、児童部会では、障害に関わらず保育、教育、保健などと幅広く委員にな

って、連携していく。情報を共有し互いに対象となっている支援を必要としている

子供たち－それは障害という名をつけるかどうかはとにかく置いといて－支援段階

で連携した支援を行うという非常に重要な子供の育成の事業に関わっております。 

 ワーキングが実は今２つ挙げておりましたが、これまで３つあって医療的ケアの

ワーキングもありましたが、これは保健所が絡むほうの会議と重なるところもあっ

て、２つに絞って昨年度からやり始めております。１つが発達障害児ワーキング、

もう一つが家庭支援ワーキングとなります。 

 児童部会は、実はこの活動以外に１４ページになりますが、児童通所事業所連絡

会といういわゆる児童発達支援事業所並びに放課後デイサービスの事業所が、区内

にも四十数か所、今できてきておりますので、その連絡会にも参加して、そこの情

報共有を図るし、そればかりじゃなくてこの部会で発達支援ゼミを見学したりしま

した。これは保育課が実施している職員育成事業で、保育課の区立保育園担当、保

育園の先生方が中心になり、私立の保育園の保育士さんなども入れながらやってお

り、こういった研修事業を見たり、ペアレントトレーニングの研修を企画したり、

幅広く活動してきました。 

 その中で、最終的に１３ページになりますが、ワーキングを中心に課題をまとめ

ていき、発達障害児のほうでは、やはり児童期の発達支援事業所の利用の満杯状態

が続いていることや、学校教育との連携が非常に重要で、学齢期になったときの通

常学級に進むような子供たち、不登校になることが多かったり、結局学校の生活の

適応に困難であることが多々出てきています。そのことや、専門医療機関とのつな

がり、これはどうしても発達障害の子供たちで、その特徴が明確になっていけばい

くほど、ここは切っても切れない関係になってきて、そこの連携の在り方やこうい

うことの研修事業の進め方、たくさん課題を抱えております。 

 それから、もう一方の家庭支援ワーキングのほうでは、やはりその幼児期は、保

健相談所や保育園、幼稚園、私どものような施設も相当保護者支援に関わってきま

す。そこが実は学齢期に入ってからかなりどんどん抜けていきます。そうすると家

庭での問題や家庭で適応できなくなってくる子供たちも増えてきます。 

 そういった家庭をどうしていったらいいか。私たちはここでしっかり支援してい

って、やはり将来自立していく、社会生活に向けての家庭の基盤をつくっていくこ
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とが、必要であろうと考えております。 

 今年度は部会はまだ開催はできておりません。一応、幅広く学校の先生方も関わ

っていたり、保健所の保健相談所の職員の方も関わっていたりするので、なかなか

集まるのが難しくて、今のところはメールでそれぞれ課題を出していただいて、ま

ずそのとめを、昨年度の話合いの取りまとめを各ワーキングでやっていきながら、

活動していくことを検討しております。 

 以上です。 

【里村会長】  ありがとうございました。では、次に、権利擁護部会の山口部会

長から御報告お願いいたします。 

【山口委員】  資料では１６ページに簡単にまとめさせていただいております。

部会としましては、昨年度は５回開催しております。 

 内容はその概略だけ書いてございます。前年度は研修会を中心にどのような形で

持っていくかというのを中心にずっと検討しておりました。５回の部会とは別にそ

の集大成ではないんですが、３月に「意思決定支援とはなにか」ということで研修

会を開こうと、その研修会を開くための打合せをずっとしてきたというような内容

になっております。 

 意思決定支援の研修会は、サブタイトルで障害のある人の権利擁護のためにとい

うテーマで講師をお願いして、これは東洋大学の高山直樹先生にお越しいただいて、

説明をいただき、グループで意見交換をしようというテーマで計画しておりました。 

 対象者としては、６０名ぐらい予定をしていましたのですが、コロナの関係で、

残念ながら中止せざるを得なかったということで、次年度に持ち越しというような

内容になっています。 

 対象者としましては障害者の支援を行っている方ということで、区内の障害者施

設、障害者を雇用する事業所等に従事されている方を対象に６０名規模で開催でき

ればということで計画をしていたものです。新年度につきましては、７月に第１回

を開きました。その後、２回、３回と、一応年間では５回開く予定でおります。 

 第１回目の部会打合せの中では、前年度計画した研修会がコロナ対策で延期、中

止ということでありましたけれども、もう一度、同じテーマで実施したらどうかと

いうことですすんでいます。障害のある方の意思決定支援中心に説明会を開き、ま

だ日程は決めてはおりませんけれども、研修会を開いていきたいと考えております。
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この区内の通所施設の方々に再度参加をお願いするような形で、実施できればいい

なと思っております。 

 簡単でございますけど、御報告としては以上になります。 

【里村会長】  ありがとうございました。それでは、今の各部会からの報告につ

いて何か御意見とか御質問があればお願いいたします。 

【平松委員】  おあしす福祉会の平松ですけれども、権利擁護部会の今の御報告

で、ぜひ研修会やっていただきたいんですが、障害を持った方の意思決定が特に困

難な方ではなくても、そもそも本当のニーズは何かという問題は重要な問題だと思

っているわけです。 

 とすると、そういう障害者に何らかの形で支援する、全てが対象になるべきであ

るとすると、地活もそう、それから特に利用計画をつくる計画相談、相談支援専門

員は特にこれはきちんと必要なことで、ぜひそこは入れていただきたいし、入居施

設でも日々の生活の中でどこまでが支援なのか、どこまでは要するに何らかの危険

とかそれを防ぐためにやむを得ず一定の制限をしてできるのかとか、日常の場面で

しょっちゅう出てきます。ということで、できれば全てが対象と義務づけるぐらい

のことが必要なんじゃないかと思っております。 

 このことをきちんと一応指針出ていますですよね。そのことをしっかり身につけ

てないと、障害者に対する支援は基本的にはできないんだぐらいのことだと思って

いますので、ただ、この時期にこんな大勢集めてというのも無理なんでしょうから、

例えば研修会はリモートで見れるとか、場合によっては後で記録を取って、全ての

事業所で後でビデオを見れるとか。そういうことでぜひ工夫をしていただければと

いうことでお願いしたいと思います。 

【里村会長】  ありがとうございました。やっぱり非常に重要なテーマなので、

本当はこの協議会全体の研修会みたいにできるといいとは思うんですけど、今こう

いう御時世なので、なかなかたくさんの人が集まるということが難しいので、録画

をして配信するだとか、そういう方法をぜひ工夫していただけるといいと思います。 

 ほかに何か御質問や御意見ございますか。じゃあそろそろ出尽くしたと思います

ので、この議題は終了とさせていただきます。 

 

議事（８）その他 
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【里村会長】  最後に議事８、その他として委員の皆様、この機会に御説明もし

く御意見、御質問がありましたら、お伺いしたいと思います。 

 まず、事務局からの申出がありますので、事務局、お願いいたします。 

【小池施策推進係長】  障害者施策課施策推進係の小池と申します。私からは、

江東区手話言語の普及及び障害者の意思疎通の促進に関する条例の取組について、

御報告させていただきます。 

 資料９を御覧ください。本条例につきましては、令和元年８月６日に開催しまし

た第２回自立支援協議会において、条例案の概要を報告しておりますが、令和２年

第１回定例会において可決、４月１日より施行されております。 

 条例の目的は、手話は言語であることを普及し、及び障害者の意思疎通を促進す

ることについて、障害特性に配慮した意思疎通手段の利用環境を整備することによ

り、全ての区民が障害の有無に関わらず、互いに分け隔てなく理解し合い、共生す

る地域社会の実現を目指すことを目的としております。 

 次に、条例施行に伴う取組についてです。 

 （１）コミュニケーションハンドブックの作成についてです。こちらはＡ６版カ

ラー４８ページのもので、イラストを用い、指さしでコミュニケーションを取るこ

とができるもので、水性ペンを用いることで、筆談にも対応できるものとなってお

ります。１０月末までに１万部作成し、区役所窓口、防災訓練などで配布するほか、

区立小中学校へ配布し、避難所でのコミュニケーション手段として活用することを

想定しております。 

 （２）条例の普及・啓発動画の作成についてです。１０分の条例説明動画と３分

のＰＲ動画を作成し、区のホームページや区役所２階の大型モニター・広告付き電

子表示板等で放送する予定です。 

 （３）、（４）、難聴者の聞こえを支援する設備であるヒアリングループの設置につ

いては、窓口用は既に障害者支援課窓口に設置しております。会議用ヒアリングル

ープについては、障害福祉計画等の団体説明会で使用を予定しており、今後、区主

催の会議や説明会等で活用できるよう、全庁での貸出しを予定しております。 

 （５）「手話を知ろう！」ハンドブックについては、以前より作成している手話を

紹介するパンフレットを増刷し、イベントや防災訓練等で配布する予定です。 

 （６）筆談ボードの設置については、障害者との円滑なコミュニケーションを図
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るため、区役所の各課の窓口に筆談ボードを新たに設置したところです。 

 条例施行に伴う取組については以上です。 

【里村会長】  皆様のほうから何か今の御説明に対して、御質問とか御意見ござ

いますか。ほかに何か全般的なことでも、御意見などありましたらお願いいたしま

す。どうぞ。 

【西隈施設整備担当】  障害者施策課施設整備担当の西隈と申します。私からは

基幹相談支援センターについてということで、簡単にちょっと御説明をさせていた

だきます。 

 お手元に資料がございませんので聞いていただければと思います。昨年度、自立

支援協議会の中でも、基幹相談支援センターの機能ですとか地域生活支援拠点等の

整備ということで皆様に御意見をいただいたところでございます。 

 特に、令和元年度第２回の地域自立支援協議会におきましては、基幹相談支援セ

ンターの機能、あとは実施する事業内容ということで、地域ネットワークの構築で

すとか人材育成、そういったところについて御意見をいただいたところでございま

す。 

 ほかに部会のほうでも基幹相談支援センターの設置ということで御提言をいただ

いているところでございましたが、現在の状況といたしましては、本区におきまし

て、地域福祉計画の策定を令和３年度に向けてやっているというところ、あとは先

ほど申し上げました令和５年度に入所施設が開設するところ、あとは国より断らな

い相談窓口の設置が、方向性が示されたというところで、大分状況が動いてきたと

いったところがございます。 

 障害者支援については、さらなる支援の充実の期待が高まっているといったこと

が言えるかと思います。 

 先ほど平松委員からアドバイス、相談支援専門員に対するアドバイスですとか同

行ができる体制、髙井委員から主任専門相談員が、地域の専門相談員にアドバイス

をできるような体制づくり、そういったより具体的な御意見をいただきましたので、

そういった御意見を踏まえつつ、かつ地域生活支援部会のほうにおきまして、基幹

相談支援センター、地域生活支援拠点等の具体的なところについて、今後検討して

いければというように考えているところでございます。 

 引き続き皆様の御意見をいただきながら、構築を目指していきたいと思いますの
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で、御協力をよろしくお願いいたします。 

【里村会長】  ありがとうございました。何か御意見や御質問、おありでしたら

お願いいたします。どうぞ。 

【会田委員】  親の会の会田でございます。お願いが１点ございます。 

 施策課の大江課長の発信の、令和２年７月３０日付の江東区障害者団体宛ての紹

介依頼書が発行されていると思うんですけど、これの内容が、東京都ペアレントメ

ンター養成研修の募集で発行されているんですけれども、問題は東京都だと思うん

ですけれど、ここの受講対象の条件が指数３項目があるんです。その３項目が非常

に厳しい条件になっていて、受講の方が少ないと聞いております。田村先生、いか

がでしょうか。 

【田村委員】  ちょっとペアレントメンターの保護者育成ということを、発達障

害部会もあるんですが、検討したいと思っております。その内容は確かに厳しいも

のと思っています。 

【会田委員】  そこで条件が、皆さん分からないと思いますので、発達障害のあ

る子供の子育て経験を有する者で、発達障害の診断を受け、おおむね２年以上小学

校３年生以上の子育て経験を原則とすると。もう一つは、親の会やサークル活動な

どにおける相談活動等の経験を有する者。この２点が非常に引っかかってくるとこ

ろなんです。 

 発達障害を持つ親の声として、現行は１歳６か月で保健所の診断を受けて、発達

に障害があるという診断が出されたときから、経過観察をしながら、約３歳で医師

の再診断を受け、発達障害児という病名をもらうというのが通常の今の現状だそう

です。 

 そうすると、この条件でいく小学校３年生以上の家庭ということになりますと、

非常に今、共働き等で経済面で厳しい条件の家庭が少なくない状況にあるというこ

とで、この条件枠をもう少し緩和をさせていただいて、発達障害児だけではなくて、

障害者を育てた親と、それから区から委託されている相談員等も含めて、受講資格

の対象にしていただければ非常にありがたいなと。 

 障害を持つ親のまた支援というところも、かなり必要になってくると考えており

ますので、ぜひ東京都との何かの機会がございましたら、御提言等をお願いをした

いと思っております。 
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 以上でございます。 

【里村会長】  事務局のほうから何か。 

【大江障害者施策課長】  会田委員の御指摘のとおり、東京都の養成事業になっ

てございますので、そうしたその資格要件のところについて、東京都のほうに意図

ですとか、今後の条件緩和等についての考え方等についてちょっと照会をしていき

たいと思います。 

【里村会長】  よろしくお願いします。ほかに何かございますか。どうぞ。 

【青柳委員】  すいません、のびのび福祉会の青柳と申します。 

 全く今日はこれとは話が違うところなんですが、今コロナウイルスの感染症が広

がり、江東区でも６００人を超えるということになってきましたし、実際、介護の

施設でもクラスターがありました。今回、児童のほうの施設でもあったというふう

には聞いています。どこがなったか、場所の認定をするつもりはありません。私た

ちもだんだん近づいてきたなというのは、現実なんだと思うんです。どこで起きて

もおかしくないことになってきていると思います。ぜひ私たちは、ＰＣＲ検査を受

けたいなと思います。１回受けたからといって今日のところは陰性だったから大丈

夫ということで、明日以降また電車に乗って施設においでになる職員の方、利用者

もバス、電車を利用されて作業所や、いろんなところに行かれる方もいらっしゃる

んで、どこで感染するか分かりません。もし起きた場合、感染者が出た場合、保健

所さんや、医療関係からどういう指導はもらえますか。障害の重い人たちの支援に

ついてです。 

 また、陽性か陰性か分からないときや、濃厚接触者の対応はそれぞれ法人や、グ

ループホームで、何か預かることはあるかもしれませんが、本当に感染が出た場合

に、１つの法人で２週間、３週間収まるまで、見るということは、ほとんど不可能

だと思うんですよ、私たち作業所やグループホームで見ろというのはね。 

 だから、江東区としてもあるいは東京都としても、何らかの形で今方向は考えて

いると思うんで、もし起きた場合の対応、あるいは支援なんかも、もう前例として

ノウハウはお持ちだと思うんで、言えるところで結構ですので、どういうふうにな

るのかを教えてください。所管はこの福祉課になりますよね。だから、どういうふ

うにしたほうがいいのかなというのは、率直に私たちも法人を運営している、作業

所を運営しているほうでは、不安なことがたくさんあるんで、ぜひ、何かいろんな
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情報を教えていただきたい。交流や情報交換できるような場があるといいかなと思

っていますので、お願いいたします。 

【里村会長】  ありがとうございました。よろしくお願いします。 

【大江障害者施策課長】  まずＰＣＲ検査の施設職員等の受診、検査というお話

ですけれども、今、区としては、保健所があくまでも濃厚接触者を特定をして、濃

厚接触者を対象に検査を行うという体制で、それは障害だけではなくて高齢も保育

園も学校もそういう対応ということで、全施設職員または全施設利用者が受けると

いうことにはなってございません。ただ、保健所のほうも、できる限り濃厚接触者

を広く捉えようということは、努力しているということで聞いてございます。 

 あと、例えば家族の方がコロナに感染した場合の障害当事者の方の受入れですと

か支援体制といったところについては、具体的な解決策というところまではちょっ

と至っていないんですけれども、我々障害福祉部のほうで様々検討、様々な方策と

いう可能性を探っているところでございます。 

 また、グループホームさんにも先日ちょっと照会をさせていただきまして、仮に

グループホーム内で、職員の方にコロナ感染があった場合のバックアップ体制とい

うのがどうなっているのかですとか、また、感染者がいる中で支援を続ける際の衛

生用品、防護服等の備蓄状況はどうなのかということで、状況の把握ということに

努めて、それに対して区としてどういう支援をしていくべきかということを、今ち

ょっと検討をしていると。 

 あとは、実は明日特別区の障害の課長会がありまして、その際に東京都さんのほ

うが来て、今、神奈川県でやっているような家族の方がコロナになった場合の受入

れの短期入所施設ですとか、ケアつきの療養施設についての意見交換をするという

ことにもなっていますので、その辺、東京都の対応状況ですとか考え方みたいなも

のもちょっと聞いていきたいなと考えているところです。 

【里村会長】  ありがとうございました。また、そういう情報があれば関係機関

に流していただけると、安心感が広がると思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 ほかに何か御質問や御意見、ございますでしょうか。 

【川野指導検査担当】  すいません、先ほど会田委員から御質問のありました資

料７について、相談支援事業所の数と相談支援専門員の数について、お答えさせて



 -44- 

いただきたいと思います。 

 資料７では、令和２年の３月１日現在で上げているところなんですけど、ちょっ

と手元にあるのが８月１日現在の事業所数になりますので、そちらでお答えをさせ

ていただきたいと思います。 

 ８月１日現在の事業所数、指定特定相談支援事業所数ですが、３０か所になりま

す。そのうち障害児の相談支援事業の指定も受けている事業所が１４になります。

あと、相談支援専門員の数は全体で５４名なんですが、障害者のほうを専門になさ

っている方が３４名、障害児の相談を専門になさっている方が２０名ということで

ございます。 

 以上です。 

【会田委員】  ありがとうございます。 

【里村会長】  ありがとうございました。 

 ほかになければ、以上で本日の議事を終わりにしたいと思います。 

 次回の自立支援協議会の開催については、改めて連絡をいたします。 

 

〔 閉  会 〕  午後 3時 50分 

 それでは、以上をもちまして本日の会議を閉会とします。長時間どうもありがと

うございました。 

 

── 了 ── 


